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(57)【要約】
【課題】　信頼性の高い表示装置を提供する。
【解決手段】　表示装置は、第１基板ＳＵＢ１、第２基
板ＳＵＢ２、シール材ＳＬ及び液晶層ＬＣを有する表示
セルＣＬを備える。シール材ＳＬと液晶層ＬＣとの境界
は、額縁領域ＦＡに位置する。額縁領域ＦＡの第１距離
Ｄ１は、表示領域ＤＡの第１距離Ｄ１と、同一である。
周辺領域ＡＰ１の第１距離Ｄ１うち少なくとも第１領域
ＡＰ１ａの第１距離Ｄ１は、表示領域ＤＡの第１距離Ｄ
１より短い。
【選択図】図１０



(2) JP 2020-3601 A 2020.1.9

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１主面及び前記第１主面とは反対側の第２主面を含み、表示領域及び前記表示領域の
外側の非表示領域に位置した第１基板と、
　前記第２主面に隙間を置いて対向した第３主面及び前記第３主面とは反対側の第４主面
とを含み、前記表示領域及び前記非表示領域に位置した第２基板と、
　前記非表示領域に位置し、前記第１基板と前記第２基板とを接合したシール材と、
　前記第１基板、前記第２基板、及び前記シール材で囲まれた空間に設けられた液晶層と
、を有する表示セルを備え、
　前記非表示領域は、第１領域を含む周辺領域と、前記表示領域及び前記周辺領域の間に
位置し前記表示領域を囲む額縁領域と、を有し、
　前記シール材と前記液晶層との境界は、前記額縁領域に位置し、
　前記第１主面から前記第４主面までの距離を第１距離とすると、
　前記額縁領域の前記第１距離は、前記表示領域の前記第１距離と、同一であり、
　前記周辺領域の前記第１距離うち少なくとも前記第１領域の前記第１距離は、前記表示
領域の前記第１距離より短い、
表示装置。
【請求項２】
　前記第１基板は、前記第１主面を含み有機絶縁材料で形成された第１絶縁基板を有し、
　前記第２基板は、前記第４主面を含み有機絶縁材料で形成された第２絶縁基板を有し、
　前記第１絶縁基板及び前記第２絶縁基板は、ぞれぞれ、前記表示領域、前記額縁領域、
及び前記周辺領域の全体にわたって均一の厚みを有する、
請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記第２主面から前記第３主面までの距離を第２距離とすると、
　前記額縁領域の前記第２距離は、前記表示領域の前記第２距離と、同一であり、
　前記周辺領域の前記第２距離のうち少なくとも前記第１領域の前記第２距離は、前記表
示領域の前記第２距離より短い、
請求項１に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記表示セルは、前記第１基板と前記第２基板との間に位置し、前記第１基板と前記第
２基板との間の隙間を保持する複数のスペーサをさらに有し、
　前記複数のスペーサは、前記表示領域及び前記額縁領域に位置した複数の第１スペーサ
と、前記周辺領域のうち少なくとも前記第１領域に位置した複数の第２スペーサと、を有
し、
　前記第２主面と前記第３主面とが対向する方向において、
　　各々の前記第２スペーサの長さは、各々の前記第１スペーサの長さより短い、
請求項３に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記複数の第１スペーサ及び前記複数の第２スペーサは、それぞれ、前記第１基板及び
前記第２基板の何れか一方の基板に固定され他方の基板の主面である前記第２主面又は前
記第３主面に接触する柱状スペーサであり、
　各々の前記第２スペーサの高さは、各々の前記第１スペーサの高さ未満である、
請求項４に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記複数の第１スペーサは、それぞれ前記第１基板及び前記第２基板の何れか一方の基
板に固定され他方の基板の主面である前記第２主面又は前記第３主面に接触する柱状スペ
ーサであり、
　前記複数の第２スペーサは、それぞれ前記第２主面及び前記第３主面に接触する球状ス
ペーサであり、
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　各々の前記第２スペーサの直径は、各々の前記第１スペーサの高さ未満である、
請求項４に記載の表示装置。
【請求項７】
　前記表示セルは、前記第１基板と前記第２基板との間に位置し、前記第１基板と前記第
２基板との間の隙間を保持する複数のスペーサをさらに有し、
　前記第１基板は、前記第１主面を含み有機絶縁材料で形成された第１絶縁基板と、前記
第１絶縁基板より前記第２基板側に位置した有機絶縁層と、を有し、
　前記第２基板は、前記第４主面を含み有機絶縁材料で形成された第２絶縁基板を有し、
　前記周辺領域のうち少なくとも前記第１領域において、前記有機絶縁層は、それぞれ前
記第２基板から前記第１絶縁基板に向かって凹んだ複数の凹部を含み、
　前記複数のスペーサは、前記表示領域及び前記額縁領域に位置した複数の第１スペーサ
と、前記周辺領域のうち少なくとも前記第１領域に位置した複数の第２スペーサと、を有
し、
　各々の前記第２スペーサの高さは、各々の前記第１スペーサの高さと同一であり、
　前記複数の第１スペーサは、それぞれ、前記第１基板及び前記第２基板の何れか一方の
基板に固定され他方の基板の主面である前記第２主面又は前記第３主面に接触する柱状ス
ペーサであり、
　前記複数の第２スペーサは、それぞれ、前記第２基板に固定され対応する前記凹部に入
り前記第２主面に接触する柱状スペーサである、
請求項３に記載の表示装置。
【請求項８】
　前記表示セルは、前記第１基板と前記第２基板との間に位置し、前記第１基板と前記第
２基板との間の隙間を保持する複数のスペーサをさらに備え、
　前記複数のスペーサは、前記表示領域及び前記額縁領域に位置した複数の第１スペーサ
と、前記周辺領域のうち少なくとも前記第１領域に位置した複数の第２スペーサと、を有
し、
　前記第２主面と前記第３主面とが対向する方向において、
　　各々の前記第２スペーサの長さは、各々の前記第１スペーサの長さと同一であり、
　前記第２主面から前記第３主面までの距離を第２距離とすると、
　前記額縁領域の前記第２距離及び前記周辺領域のうち少なくとも前記第１領域の前記第
２距離は、それぞれ、前記表示領域の前記第２距離と、同一であり、
　前記第１基板は、前記第１主面を含み有機絶縁材料で形成された第１絶縁基板と、前記
第１絶縁基板より前記第２基板側に位置した有機絶縁層と、を有し、
　前記第２基板は、前記第４主面を含み有機絶縁材料で形成された第２絶縁基板を有し、
　前記有機絶縁層は、前記表示領域及び前記額縁領域に位置し、前記周辺領域のうち少な
くとも前記第１領域に位置していない、
請求項１に記載の表示装置。
【請求項９】
　上面と、第１側面と、前記上面と前記第１側面との間に位置する第１角部と、を有する
板状の照明装置をさらに備え、
　前記表示セルにおいて、
　　前記表示領域及び前記額縁領域は、前記上面と対向し、
　　前記周辺領域は、前記第１側面と対向する第２領域をさらに含み、
　　前記第１領域は、前記額縁領域と前記第２領域との間に位置し、前記第１角部と対向
し、折れ曲がっている、
請求項１に記載の表示装置。
【請求項１０】
　前記第２領域の前記第１距離は、前記表示領域の前記第１距離より短い、
請求項９に記載の表示装置。
【請求項１１】
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　前記第１領域の前記第１距離は、前記表示領域の前記第１距離と同一である、
請求項９に記載の表示装置。
【請求項１２】
　前記照明装置は、前記上面の反対側の下面と、前記下面と前記第１側面との間に位置す
る第２角部と、をさらに有し、
　前記表示セルにおいて、
　　前記周辺領域は、第３領域と、前記下面と対向する第４領域と、をさらに含み、
　　前記第３領域は、前記第２領域と前記第４領域との間に位置し、前記第２角部と対向
し、折れ曲がっている、
請求項９に記載の表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、表示装置として液晶表示装置などが知られている。例えば、液晶表示装置は、
液晶表示パネルと、照明装置と、を備えている。液晶表示パネルは、表示領域と、表示領
域を囲む非表示領域と、を備えている。ところで、表示装置としては、信頼性の高い表示
装置が求められている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１７－１１６６９８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本実施形態は、信頼性の高い表示装置を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　一実施形態に係る表示装置は、
　第１主面及び前記第１主面とは反対側の第２主面を含み、表示領域及び前記表示領域の
外側の非表示領域に位置した第１基板と、前記第２主面に隙間を置いて対向した第３主面
及び前記第３主面とは反対側の第４主面とを含み、前記表示領域及び前記非表示領域に位
置した第２基板と、前記非表示領域に位置し、前記第１基板と前記第２基板とを接合した
シール材と、前記第１基板、前記第２基板、及び前記シール材で囲まれた空間に設けられ
た液晶層と、を有する表示セルを備え、前記非表示領域は、第１領域を含む周辺領域と、
前記表示領域及び前記周辺領域の間に位置し前記表示領域を囲む額縁領域と、を有し、前
記シール材と前記液晶層との境界は、前記額縁領域に位置し、前記第１主面から前記第４
主面までの距離を第１距離とすると、前記額縁領域の前記第１距離は、前記表示領域の前
記第１距離と、同一であり、前記周辺領域の前記第１距離うち少なくとも前記第１領域の
前記第１距離は、前記表示領域の前記第１距離より短い。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】図１は、一実施形態に係る表示装置を示す斜視図である。
【図２】図２は、上記表示装置を示す他の斜視図である。
【図３】図３は、上記表示装置の照明装置を示す斜視図である。
【図４】図４は、上記表示装置の表示パネル、駆動ＩＣ、及び配線基板を展開して示す平
面図である。
【図５】図５は、上記表示パネルの表示セル、及び駆動ＩＣを示す回路図であり、一画素
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の回路構成を併せて示す図である。
【図６】図６は、図４の線ＶＩ－ＶＩに沿った上記表示パネルを示す断面図である。
【図７】図７は、上記表示パネルの一部を示す断面図である。
【図８】図８は、図１の線ＶＩＩＩ－ＶＩＩＩに沿った上記表示装置を示す断面図である
。
【図９】図９は、図１の線ＩＸ－ＩＸに沿った表示装置を示す断面図である。
【図１０】図１０は、上記表示セルの一部を展開して示す断面図である。
【図１１】図１１は、上記実施形態の変形例１に係る表示セルの一部を展開して示す断面
図である。
【図１２】図１２は、上記実施形態の変形例２に係る表示セルの一部を展開して示す断面
図である。
【図１３】図１３は、上記実施形態の変形例３に係る表示セルの一部を展開して示す断面
図である。
【図１４】図１４は、上記実施形態の変形例４に係る表示セルの一部を展開して示す断面
図である。
【図１５】図１５は、上記実施形態の変形例５に係る表示セルの一部を展開して示す断面
図である。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　以下に、本発明の実施形態、及び変形例について、図面を参照しつつ説明する。なお、
開示はあくまで一例にすぎず、当業者において、発明の主旨を保っての適宜変更について
容易に想到し得るものについては、当然に本発明の範囲に含有されるものである。また、
図面は説明をより明確にするため、実際の態様に比べ、各部の幅、厚さ、形状等について
模式的に表される場合があるが、あくまで一例であって、本発明の解釈を限定するもので
はない。また、本明細書と各図において、既出の図に関して前述したものと同様の要素に
は、同一の符号を付して、詳細な説明を適宜省略することがある。
【０００８】
　（一実施形態）
　まず、一実施形態に係る表示装置について説明する。図１は、一実施形態に係る表示装
置ＤＳＰを示す斜視図である。図２は、表示装置ＤＳＰを示す他の斜視図である。図３は
、表示装置ＤＳＰの照明装置ＩＬを示す斜視図である。
【０００９】
　図１乃至図３に示すように、第１方向Ｘ、第２方向Ｙ、及び第３方向Ｚは、互いに直交
しているが、９０度以外の角度で交差していてもよい。第１方向Ｘ及び第２方向Ｙは、表
示装置ＤＳＰを構成する基板の主面と平行な方向に相当し、第３方向Ｚは、表示装置ＤＳ
Ｐの厚さ方向に相当する。以下の説明において、第３方向Ｚを示す矢印の先端に向かう方
向を「上」と称し、矢印の先端から逆に向かう方向を「下」と称する。「第１部材の上の
第２部材」及び「第１部材の下の第２部材」とした場合、第２部材は、第１部材に接して
いてもよいし、第１部材から離れて位置していてもよい。また、第３方向Ｚを示す矢印の
先端側から第１方向Ｘ及び第２方向Ｙによって規定されるＸ－Ｙ平面をみることを平面視
という。
【００１０】
　表示装置ＤＳＰは、照明装置ＩＬ、表示パネルＰＮＬ、第１ドライバとしての駆動ＩＣ
　ＤＤ、配線基板Ｆ１などを備えている。表示パネルＰＮＬは、表示領域ＤＡと、表示領
域ＤＡの外側の非表示領域ＮＤＡと、を備えている。照明装置ＩＬは、板状の形状を有し
ている。照明装置ＩＬは、少なくとも表示パネルＰＮＬの表示領域ＤＡに光を放出するよ
うに構成されている。照明装置ＩＬは、上面ＭＵと、第１側面ＭＳ１と、上面ＭＵ及び第
１側面ＭＳ１の間にて直線状に延在する第１角部Ｃ１ａと、を含んでいる。
【００１１】
　本実施形態において、照明装置ＩＬは、上面ＭＵの反対側の下面ＭＢと、第１側面ＭＳ
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１から連続して設けられた第２側面ＭＳ２と、第１側面ＭＳ１の反対側の第３側面ＭＳ３
と、第２側面ＭＳ２の反対側の第４側面ＭＳ４と、をさらに含んでいる。第１側面ＭＳ１
、第２側面ＭＳ２、第３側面ＭＳ３、及び第４側面ＭＳ４は、長方形の形状を有している
。上面ＭＵ、及び下面ＭＢは、四角形として、例えば長方形の形状を有している。上面Ｍ
Ｕ、及び下面ＭＢの各々は、第１方向Ｘに延在する一対の長辺と、第２方向Ｙに延在する
一対の短辺と、を有している。
【００１２】
　さらに、照明装置ＩＬは、上面ＭＵ及び第２側面ＭＳ２の間にて直線状に延在する第１
角部Ｃ１ｂと、上面ＭＵ及び第３側面ＭＳ３の間にて直線状に延在する第１角部Ｃ１ｃと
、上面ＭＵ及び第４側面ＭＳ４の間にて直線状に延在する第１角部Ｃ１ｄと、第１側面Ｍ
Ｓ１及び下面ＭＢの間にて直線状に延在する第２角部Ｃ２ａと、第２側面ＭＳ２及び下面
ＭＢの間にて直線状に延在する第２角部Ｃ２ｂと、第３側面ＭＳ３及び下面ＭＢの間にて
直線状に延在する第２角部Ｃ２ｃと、第４側面ＭＳ４及び下面ＭＢの間にて直線状に延在
する第２角部Ｃ２ｄと、を含んでいる。第１角部Ｃ１ａ，Ｃ１ｃ及び第２角部Ｃ２ａ，Ｃ
２ｃは第１方向Ｘに延在し、第１角部Ｃ１ｂ，Ｃ１ｄ及び第２角部Ｃ２ｂ，Ｃ２ｄは第２
方向Ｙに延在している。
【００１３】
　照明装置ＩＬは、導光体ＬＧと、導光体ＬＧに向けて光を出射する光源ユニットＬＵと
、を備えている。この例では、光源ユニットＬＵが第４側面ＭＳ４を有している。導光体
ＬＧは、少なくとも表示領域ＤＡに位置した導光板を備えている。例えば、導光体ＬＧは
、導光板と、第１側面ＭＳ１、第２側面ＭＳ２、及び第３側面ＭＳ３を有するフレーム部
と、下面ＭＢを有する光反射板と、を有している。この場合、上記フレーム部及び上記光
反射板は、光源ユニットＬＵとともに上記導光板を囲んでいる。フレーム部は、上記光反
射板と同様、上記導光板側の面が光反射性を有していてもよい。
【００１４】
　但し、照明装置ＩＬの構成は、上記の構成に限定されるものではなく、種々変形可能で
ある。例えば、照明装置ＩＬは、上記フレーム部及び上記光反射板無しに形成されてもよ
い。また、上記導光板が、第１側面ＭＳ１、第２側面ＭＳ２、第３側面ＭＳ３、及び下面
ＭＢなどを有していてもよい。
【００１５】
　表示パネルＰＮＬの表示領域ＤＡは、照明装置ＩＬの上面ＭＵと対向している。表示パ
ネルＰＮＬの非表示領域ＮＤＡは、照明装置ＩＬに沿って折り曲げられ、上面ＭＵ、第１
側面ＭＳ１、第２側面ＭＳ２、第３側面ＭＳ３、第４側面ＭＳ４、及び下面ＭＢと対向し
ている。駆動ＩＣ　ＤＤ、及び配線基板Ｆ１は、下面ＭＢと対向している。下面ＭＢと対
向する側において、駆動ＩＣ　ＤＤは表示パネルＰＮＬの非表示領域ＮＤＡに搭載され、
配線基板Ｆ１は表示パネルＰＮＬの非表示領域ＮＤＡに接続されている。
【００１６】
　表示パネルＰＮＬの非表示領域ＮＤＡは、額縁領域ＦＡと、周辺領域ＡＰと、を有して
いる。額縁領域ＦＡは、表示領域ＤＡ及び周辺領域ＡＰの間に位置し、表示領域ＤＡを囲
み、照明装置ＩＬの上面ＭＵと対向している。本実施形態において、表示パネルＰＮＬの
非表示領域ＮＤＡは、互いに独立して延出した４つの周辺領域ＡＰ１，ＡＰ２，ＡＰ３，
ＡＰ４を有している。各々の周辺領域ＡＰ１，ＡＰ２，ＡＰ３，ＡＰ４は、照明装置ＩＬ
のうち対応する１つの側面ＭＳと、下面ＭＢと、対向している。但し、周辺領域ＡＰ２，
ＡＰ３，ＡＰ４の各々の延出量（長さ）は、図２に示す例より短くともよい。この場合、
周辺領域ＡＰ２，ＡＰ３，ＡＰ４の各々は、照明装置ＩＬのうち対応する１つの側面ＭＳ
と対向していればよく、下面ＭＢと対向していなくともよい。
【００１７】
　図４は、表示装置ＤＳＰの表示パネルＰＮＬ、駆動ＩＣ　ＤＤ、及び配線基板Ｆ１を展
開して示す平面図である。　
　図４に示すように、表示パネルＰＮＬは、画像を表示する表示セルＣＬを有している。
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表示セルＣＬは、第１基板ＳＵＢ１と、第２基板ＳＵＢ２と、を有している。駆動ＩＣ　
ＤＤは第１基板ＳＵＢ１に搭載され、配線基板Ｆ１は第１基板ＳＵＢ１に連結されている
。第２基板ＳＵＢ２は、駆動ＩＣ　ＤＤ及び配線基板Ｆ１のための領域を除き、第１基板
ＳＵＢ１に重ねられている。本実施形態において、表示セルＣＬは、平面視にて八角形の
形状を有している。
【００１８】
　表示セルＣＬは、表示領域ＤＡ、額縁領域ＦＡ、及び周辺領域ＡＰ１，ＡＰ２，ＡＰ３
，ＡＰ４を含んでいる。周辺領域ＡＰ１は、第１領域ＡＰ１ａ、第２領域ＡＰ１ｂ、第３
領域ＡＰ１ｃ、及び第４領域ＡＰ１ｄを含んでいる。同様に、周辺領域ＡＰ２，ＡＰ３，
ＡＰ４も、第１乃至第４領域を含んでいる。第１領域に対応する符号の末尾にはａを付し
、第２領域に対応する符号の末尾にはｂを付し、第３領域に対応する符号の末尾にはｃを
付し、第４領域に対応する符号の末尾にはｄを付している。また、図中、第１及び第３領
域には、斜線を付している。なお、駆動ＩＣ　ＤＤは周辺領域ＡＰ１の第４領域ＡＰ１ｄ
に位置し、配線基板Ｆ１は第４領域ＡＰ１ｄに物理的に固定されている。
【００１９】
　各々の周辺領域ＡＰ１，ＡＰ２，ＡＰ３，ＡＰ４において、第１乃至第４領域は、額縁
領域ＦＡ側から順に並んでいる。周辺領域ＡＰ１，ＡＰ３において、第１乃至第４領域は
、第２方向Ｙに並べられている。周辺領域ＡＰ２，ＡＰ４において、第１乃至第４領域は
、第１方向Ｘに並べられている。
【００２０】
　周辺領域ＡＰ１において、第１領域ＡＰ１ａは上記第１角部Ｃ１ａに沿って（第１方向
Ｘに）延在し、第３領域ＡＰ１ｃは上記第２角部Ｃ２ａに沿って（第１方向Ｘに）延在し
ている。周辺領域ＡＰ２において、第１領域ＡＰ２ａは上記第１角部Ｃ１ｂに沿って（第
２方向Ｙに）延在し、第３領域ＡＰ２ｃは上記第２角部Ｃ２ｂに沿って（第２方向Ｙに）
延在している。周辺領域ＡＰ３において、第１領域ＡＰ３ａは上記第１角部Ｃ１ｃに沿っ
て（第１方向Ｘに）延在し、第３領域ＡＰ３ｃは上記第２角部Ｃ２ｃに沿って（第１方向
Ｘに）延在している。周辺領域ＡＰ４において、第１領域ＡＰ４ａは上記第１角部Ｃ１ｄ
に沿って（第２方向Ｙに）延在し、第３領域ＡＰ４ｃは上記第２角部Ｃ２ｄに沿って（第
２方向Ｙに）延在している。
【００２１】
　図５は、表示セルＣＬ、及び駆動ＩＣ　ＤＤを示す回路図であり、一画素ＰＸの回路構
成を併せて示す図である。なお、ここでは、回路図の一例を示すものであり、図５に示す
回路図に限定されるものではない。　
　図５に示すように、表示セルＣＬは、表示領域ＤＡにおいて、複数の画素ＰＸと、複数
本の走査線Ｇ（Ｇ１～Ｇｎ）と、複数本の信号線Ｓ（Ｓ１～Ｓｍ）と、共通電極ＣＥと、
を備えている。複数の画素ＰＸは、第１方向Ｘ及び第２方向Ｙにマトリクス状に配置され
ている。表示領域ＤＡにおいて、走査線Ｇの各々は第１方向Ｘに延出し、信号線Ｓの各々
は第２方向Ｙに延出している。非表示領域ＮＤＡにおいて、表示セルＣＬは、第２ドライ
バとしての走査線駆動回路ＧＤと、第３ドライバとしての信号線駆動回路ＳＤと、を有し
ている。走査線Ｇの各々は、非表示領域ＮＤＡに延出し、走査線駆動回路ＧＤに接続され
ている。なお、本実施形態と異なり、走査線駆動回路ＧＤは、周辺領域ＡＰ４にも設けら
れていてもよく、２つの走査線駆動回路ＧＤを用いて複数の走査線Ｇを駆動してもよい。
信号線Ｓの各々は、非表示領域ＮＤＡに延出し、信号線駆動回路ＳＤに接続されている。
共通電極ＣＥは、複数の画素ＰＸで共用されている。
【００２２】
　走査線駆動回路ＧＤ、信号線駆動回路ＳＤ、及び共通電極ＣＥは、駆動ＩＣ　ＤＤに電
気的に接続されている。なお、本実施形態と異なり、信号線駆動回路ＳＤは、駆動ＩＣ　
ＤＤから独立することなく、駆動ＩＣ　ＤＤ内に組み込まれていてもよい。駆動ＩＣ　Ｄ
Ｄは、表示セルＣＬのアウタリードボンディング（Outer Lead Bonding）のパッド群（Ｏ
ＬＢパッド群）ＰＧに電気的に接続されている。なお、配線基板Ｆ１は、ＯＬＢパッド群
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ＰＧに電気的に接続される。
【００２３】
　各画素ＰＸは、スイッチング素子ＳＷ、画素電極ＰＥ、共通電極ＣＥ、液晶層ＬＣなど
を備えている。スイッチング素子ＳＷは、例えば薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）によって構
成され、走査線Ｇ及び信号線Ｓと電気的に接続されている。画素電極ＰＥは、スイッチン
グ素子ＳＷと電気的に接続されている。各画素ＰＸの画素電極ＰＥは、それぞれ共通電極
ＣＥと対向している。液晶層ＬＣは、画素電極ＰＥと共通電極ＣＥとの間に生じる電界に
よって駆動される。画素電極ＰＥには、保持容量ＣＳが結合されている。保持容量ＣＳは
、例えば、共通電極ＣＥと同電位の電極と、画素電極ＰＥと同電位の電極と、の間に形成
されている。上記のことから、本実施形態の表示セルＣＬは液晶表示セルであり、表示パ
ネルＰＮＬは液晶表示パネルであり、表示装置ＤＳＰは液晶表示装置である。
【００２４】
　ここでは画素ＰＸの詳細な構成についての説明を省略するが、画素ＰＸは、上記第１基
板ＳＵＢ１の主面の法線に沿った縦電界を利用する表示モード、第１基板ＳＵＢ１の主面
に対して斜め方向に傾斜した斜め電界を利用する表示モード、第１基板ＳＵＢ１の主面に
沿った横電界を利用する表示モード、さらには、上記の縦電界、横電界、及び斜め電界を
適宜組み合わせて利用する表示モードのいずれも適用可能である。ここで言う第１基板Ｓ
ＵＢ１の主面とは、第１方向Ｘ及び第２方向Ｙで規定されるＸ－Ｙ平面と平行な面である
。
【００２５】
　図６は、図４の線ＶＩ－ＶＩに沿った表示パネルＰＮＬを示す断面図である。　
　図６に示すように、表示セルＣＬは、第１基板ＳＵＢ１と、第２基板ＳＵＢ２と、シー
ル材ＳＬと、液晶層ＬＣと、を備えている。第１基板ＳＵＢ１は、第１主面１及び第１主
面とは反対側の第２主面２を含み、表示領域ＤＡ及び非表示領域ＮＤＡに位置している。
第２基板ＳＵＢ２は、第１基板ＳＵＢ１に所定の隙間を置いて対向配置されている。第２
基板ＳＵＢ２は、第２主面２に隙間を置いて対向した第３主面３及び第３主面とは反対側
の第４主面４とを含み、表示領域ＤＡ及び非表示領域ＮＤＡに位置している。第２基板Ｓ
ＵＢ２は、非表示領域ＮＤＡにて遮光層ＬＳを有している。シール材ＳＬは、第１基板Ｓ
ＵＢ１と第２基板ＳＵＢ２との間に設けられ、非表示領域ＮＤＡに位置し、表示領域ＤＡ
を囲み、第１基板ＳＵＢ１と第２基板ＳＵＢ２とを接合している。液晶層ＬＣは、第１基
板ＳＵＢ１、第２基板ＳＵＢ２、及びシール材ＳＬで囲まれた空間に設けられている。シ
ール材ＳＬと液晶層ＬＣとの境界は、額縁領域ＦＡに位置している。
【００２６】
　表示パネルＰＮＬは、表示セルＣＬに加えて、第１光学フィルムＯＦ１と、第２光学フ
ィルムＯＦ２と、表示セルＣＬと第１光学フィルムＯＦ１との間に介在する接着層ＡＤ１
と、表示セルＣＬと第２光学フィルムＯＦ２との間に介在する接着層ＡＤ２と、を備えて
いる。
【００２７】
　第１光学フィルムＯＦ１は、第１偏光板ＰＬ１を含み、接着層ＡＤ１により第１基板Ｓ
ＵＢ１に接着されている。第２光学フィルムＯＦ２は、第２偏光板ＰＬ２を含み、接着層
ＡＤ２により第２基板ＳＵＢ２に接着されている。本実施形態と異なり、第１光学フィル
ムＯＦ１及び第２光学フィルムＯＦ２は、偏光板ＰＬだけではなく、位相差板などの他の
光学機能層を含んでいてもよい。
【００２８】
　第１光学フィルムＯＦ１は、第１基板ＳＵＢ１の全域と対向している。第２光学フィル
ムＯＦ２は、第２基板ＳＵＢ２の全域と対向している。但し、第１光学フィルムＯＦ１及
び第２光学フィルムＯＦ２は、表示セルＣＬのうち少なくとも表示領域ＤＡと対向してい
ればよい。
【００２９】
　図７は、表示パネルＰＮＬの一部を示す断面図である。図示した画素ＰＸの構成例は、
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横電界を利用する表示モードが適用された例に相当する。　
　図７に示すように、第１基板ＳＵＢ１は、絶縁基板１０、絶縁層１１乃至１６、下側遮
光層ＵＳ、半導体層ＳＣ、スイッチング素子ＳＷ、共通電極ＣＥ、画素電極ＰＥ、及び配
向膜ＡＬ１を備えている。絶縁基板１０は、有機絶縁材料としてポリイミドなどの樹脂材
料によって形成され、可撓性及び光透過性を有する基板である。絶縁基板１０は、第１主
面１を含んでいる。
【００３０】
　絶縁層１１は、絶縁基板１０の上に配置されている。下側遮光層ＵＳは、絶縁層１１の
上に位置し、絶縁層１２によって覆われている。なお、第１基板ＳＵＢ１は、絶縁層１１
無しに形成されてもよく、この場合、下側遮光層ＵＳは、絶縁基板１０の上に位置してい
る。半導体層ＳＣは、絶縁層１２の上に位置し、絶縁層１３によって覆われている。半導
体層ＳＣは、例えば、多結晶シリコンによって形成されているが、非晶質シリコンや酸化
物半導体によって形成されていてもよい。
【００３１】
　スイッチング素子ＳＷにおいて、ゲート電極ＧＥ１及びＧＥ２は、絶縁層１３の上に位
置し、絶縁層１４によって覆われている。ゲート電極ＧＥ１及びＧＥ２は、図５に示した
いずれかの走査線Ｇと電気的に接続されている。ソース電極ＳＥ及びドレイン電極ＤＥは
、絶縁層１４の上に位置し、絶縁層１５によって覆われている。ソース電極ＳＥは、図５
に示したいずれかの信号線Ｓと電気的に接続されている。ソース電極ＳＥは、絶縁層１３
及び１４を貫通するコンタクトホールＣＨ１を介して半導体層ＳＣにコンタクトしている
。ドレイン電極ＤＥは、絶縁層１３及び１４を貫通するコンタクトホールＣＨ２を介して
半導体層ＳＣにコンタクトしている。
【００３２】
　共通電極ＣＥは、絶縁層１５の上に位置し、絶縁層１６によって覆われている。画素電
極ＰＥは、絶縁層１６の上に位置し、配向膜ＡＬ１によって覆われている。画素電極ＰＥ
の一部は、絶縁層１６を介して共通電極ＣＥと対向している。共通電極ＣＥ及び画素電極
ＰＥは、インジウム・ティン・オキサイド（ＩＴＯ）やインジウム・ジンク・オキサイド
（ＩＺＯ）などの透明な導電材料によって形成されている。画素電極ＰＥは、共通電極Ｃ
Ｅの開口と重畳する位置において、絶縁層１５及び１６を貫通するコンタクトホールＣＨ
３を介してドレイン電極ＤＥにコンタクトしている。なお、絶縁層１１乃至１４、及び、
絶縁層１６は、例えばシリコン酸化物、シリコン窒化物、シリコン酸窒化物などの無機絶
縁材料で形成された無機絶縁層であり、単層構造であってもよいし、多層構造であっても
よい。絶縁層１５は、樹脂として例えばアクリル樹脂などの有機絶縁材料で形成された有
機絶縁層である。
【００３３】
　第２基板ＳＵＢ２は、絶縁基板２０、絶縁層２１、遮光層ＢＭ、カラーフィルタ層ＣＦ
、オーバーコート層ＯＣ、及び配向膜ＡＬ２を備えている。絶縁基板２０は、有機絶縁材
料としてポリイミドなどの樹脂材料によって形成され、可撓性及び光透過性を有する基板
である。絶縁基板２０は、第４主面４を含んでいる。絶縁層２１は、例えばシリコン酸化
物、シリコン窒化物、シリコン酸窒化物などの無機絶縁層であり、単層構造であってもよ
いし、多層構造であってもよい。なお、第２基板ＳＵＢ２は、絶縁層２１無しに形成され
てもよく、この場合、遮光層ＢＭ及びカラーフィルタ層ＣＦは、絶縁基板２０の第１基板
ＳＵＢ１と対向する側に位置している。
【００３４】
　遮光層ＢＭ及びカラーフィルタ層ＣＦは、絶縁層２１の第１基板ＳＵＢ１と対向する側
に位置している。遮光層ＢＭは、図６などに示した遮光層ＬＳと同一材料を用いて一括し
て形成可能である。遮光層ＢＭは、信号線Ｓや走査線Ｇやスイッチング素子ＳＷなどの配
線部とそれぞれ対向する位置に配置されている。カラーフィルタ層ＣＦは、画素電極ＰＥ
と対向する位置に配置され、その一部が遮光層ＢＭに重なっている。オーバーコート層Ｏ
Ｃは、カラーフィルタ層ＣＦを覆っている。配向膜ＡＬ２は、オーバーコート層ＯＣを覆
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っている。
【００３５】
　液晶層ＬＣは、第１基板ＳＵＢ１と第２基板ＳＵＢ２との間に位置し、配向膜ＡＬ１と
配向膜ＡＬ２との間に保持されている。液晶層ＬＣは、液晶分子を含んでいる。このよう
な液晶層ＬＣは、ポジ型（誘電率異方性が正）の液晶材料、あるいは、ネガ型（誘電率異
方性が負）の液晶材料によって構成されている。　
　ここで、絶縁基板１０の厚みＴ１０及び絶縁基板２０の厚みＴ２０は、ぞれぞれ、表示
領域ＤＡ、額縁領域ＦＡ、及び周辺領域ＡＰの全体にわたって均一である。
【００３６】
　図８は、図１の線ＶＩＩＩ－ＶＩＩＩに沿った表示装置ＤＳＰを示す断面図である。　
　図８に示すように、第１光学フィルムＯＦ１は、表示セルＣＬに固定され、表示セルＣ
Ｌと照明装置ＩＬとの間に位置している。第１光学フィルムＯＦ１は、照明装置ＩＬの上
面ＭＵ、第１側面ＭＳ１、第３側面ＭＳ３、及び下面ＭＢに接触している。
【００３７】
　表示パネルＰＮＬ（表示セルＣＬ）の周辺領域ＡＰ１において、第１領域ＡＰ１ａは、
第１角部Ｃ１ａと対向し、折れ曲がっている。第２領域ＡＰ１ｂは、第１側面ＭＳ１と対
向している。第３領域ＡＰ１ｃは、第２角部Ｃ２ａと対向し、折れ曲がっている。第４領
域ＡＰ１ｄは、下面ＭＢと対向している。　
　表示パネルＰＮＬ（表示セルＣＬ）の周辺領域ＡＰ３において、第１領域ＡＰ３ａは、
第１角部Ｃ１ｃと対向し、折れ曲がっている。第２領域ＡＰ３ｂは、第３側面ＭＳ３と対
向している。第３領域ＡＰ３ｃは、第２角部Ｃ２ｃと対向し、折れ曲がっている。第４領
域ＡＰ３ｄは、下面ＭＢと対向している。
【００３８】
　図９は、図１の線ＩＸ－ＩＸに沿った表示装置ＤＳＰを示す断面図である。　
　図９に示すように、第１光学フィルムＯＦ１は、さらに照明装置ＩＬの第２側面ＭＳ２
及び第４側面ＭＳ４に接触している。
【００３９】
　表示パネルＰＮＬ（表示セルＣＬ）の周辺領域ＡＰ２において、第１領域ＡＰ２ａは、
第１角部Ｃ１ｂと対向し、折れ曲がっている。第２領域ＡＰ２ｂは、第２側面ＭＳ２と対
向している。第３領域ＡＰ２ｃは、第２角部Ｃ２ｂと対向し、折れ曲がっている。第４領
域ＡＰ２ｄは、下面ＭＢと対向している。　
　表示パネルＰＮＬ（表示セルＣＬ）の周辺領域ＡＰ４において、第１領域ＡＰ４ａは、
第１角部Ｃ１ｄと対向し、折れ曲がっている。第２領域ＡＰ４ｂは、第４側面ＭＳ４と対
向している。第３領域ＡＰ４ｃは、第２角部Ｃ２ｄと対向し、折れ曲がっている。第４領
域ＡＰ４ｄは、下面ＭＢと対向している。
【００４０】
　次に、上記表示セルＣＬの端部の構造について説明する。ここでは、周辺領域ＡＰ１を
含む上記表示セルＣＬの端部の構造について代表して説明する。なお、後述する説明は、
他の周辺領域ＡＰ２，ＡＰ３，ＡＰ４の構造にも適用可能である。図１０は、上記表示セ
ルＣＬの一部を展開して示す断面図である。
【００４１】
　図１０に示すように、第１主面１から第４主面４までの距離を第１距離Ｄ１とする。こ
こで、第１距離Ｄ１は図１０における第３方向Ｚの直線距離である。又は、第１距離Ｄ１
は第１主面１から第４主面４までの最短距離である。額縁領域ＦＡの第１距離Ｄ１は、表
示領域ＤＡの第１距離Ｄ１と同一である。周辺領域ＡＰ１の第１距離Ｄ１うち少なくとも
第１領域ＡＰ１ａの第１距離Ｄ１は、表示領域ＤＡの第１距離Ｄ１より短い。本実施形態
において、第２領域ＡＰ１ｂ、第３領域ＡＰ１ｃ及び第４領域ＡＰ１ｄの第１距離Ｄ１は
、第１領域ＡＰ１ａの第１距離Ｄ１と同一である。例えば、第２領域ＡＰ１ｂの第１距離
Ｄ１は、表示領域ＤＡの第１距離Ｄ１より短い。
【００４２】
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　第２主面２から第３主面３までの距離を第２距離Ｄ２とする。ここで、第２距離Ｄ２は
図１０における第３方向Ｚの直線距離である。又は、第２距離Ｄ２は第２主面２から第３
主面３までの最短距離である。額縁領域ＦＡの第２距離Ｄ２は、表示領域ＤＡの第２距離
Ｄ２と、同一である。周辺領域ＡＰ１の第２距離Ｄ２のうち少なくとも第１領域ＡＰ１ａ
の第２距離Ｄ２は、表示領域ＤＡの第２距離Ｄ２より短い。本実施形態において、第２領
域ＡＰ１ｂ、第３領域ＡＰ１ｃ及び第４領域ＡＰ１ｄの第２距離Ｄ２は、第１領域ＡＰ１
ａの第２距離Ｄ２と同一である。
【００４３】
　上述した第１距離Ｄ１及び第２距離Ｄ２の関係を得るため、本実施形態ではスペーサＳ
Ｐにて調整している。表示セルＣＬは、複数のスペーサＳＰを有している。スペーサＳＰ
は、第１基板ＳＵＢ１と第２基板ＳＵＢ２との間に位置し、第１基板ＳＵＢ１と第２基板
ＳＵＢ２との間の隙間を保持している。複数のスペーサＳＰは、表示領域ＤＡ及び額縁領
域ＦＡに位置した複数の第１スペーサＳＰ１と、周辺領域ＡＰ１のうち少なくとも第１領
域ＡＰ１ａに位置した複数の第２スペーサＳＰ２と、を有している。本実施形態において
、第２領域ＡＰ１ｂ、第３領域ＡＰ１ｃ及び第４領域ＡＰ１ｄのスペーサＳＰも第２スペ
ーサＳＰ２である。第２主面２と第３主面３とが対向する方向において、第２スペーサＳ
Ｐ２の長さＬ２は、第１スペーサＳＰ１の長Ｌ１さより短い。
【００４４】
　複数の第１スペーサＳＰ１及び複数の第２スペーサＳＰ２は、それぞれ、第１基板ＳＵ
Ｂ１及び第２基板ＳＵＢ２の何れか一方の基板に固定され他方の基板の主面である第２主
面２又は第３主面３に接触する柱状スペーサである。本実施形態において、第１スペーサ
ＳＰ１及び第２スペーサＳＰ２は、それぞれ、第２基板ＳＵＢ２に固定され第１基板ＳＵ
Ｂ１の第２主面２に接触している。そのため、第２スペーサＳＰ２の高さ（Ｌ２）は、第
１スペーサＳＰ１の高さ（Ｌ１）未満である。
【００４５】
　額縁領域ＦＡと第１領域ＡＰ１ａの境界近傍において、第１基板ＳＵＢ１及び第２基板
ＳＵＢ２の両方に歪みが生じている。但し、本実施形態と異なり、上記境界近傍において
、第１基板ＳＵＢ１及び第２基板ＳＵＢ２の一方のみに歪みが生じていてもよい。
【００４６】
　上記のように構成された一実施形態に係る表示装置ＤＳＰよれば、表示パネルＰＮＬの
周辺領域ＡＰ１，ＡＰ２，ＡＰ３，ＡＰ４を照明装置ＩＬに沿って折り曲げることができ
る。図２に示したように、表示装置ＤＳＰの裏面（下面ＭＢ）側に、周辺領域ＡＰ１，Ａ
Ｐ２，ＡＰ３，ＡＰ４を折りこむことができる。これにより、表示装置ＤＳＰの表面の額
縁を縮小することができる。
【００４７】
　周辺領域ＡＰ１に注目すると、第１領域ＡＰ１ａ及び第３領域ＡＰ１ｃのそれぞれの第
１距離Ｄ１は、表示領域ＤＡの第１距離Ｄ１より短い。第１領域ＡＰ１ａ及び第３領域Ａ
Ｐ１ｃのそれぞれの第１距離Ｄ１が表示領域ＤＡの第１距離Ｄ１と同一である場合と比較
して、表示パネルＰＮＬを折り曲げた際に表示セルＣＬに加わる応力（ストレス）を低減
することができる。これにより、第１領域ＡＰ１ａ及び第３領域ＡＰ１ｃなどの周辺領域
ＡＰ１において、絶縁基板１０，２０の破損、座屈の発生、歪みの発生などを低減するこ
とができる。ひいては、周辺領域ＡＰ１に位置する配線の断線など、不具合の発生を低減
することができる。なお、上記歪みとは、額縁領域ＦＡと第１領域ＡＰ１ａの境界近傍に
生じる所望の歪みではなく、不所望の歪みを言う。　
　上記のことから、信頼性の高い表示装置ＤＳＰを得ることができる。
【００４８】
　（変形例１）
　次に、上記実施形態の変形例１に係る表示装置ＤＳＰについて説明する。図１１は、上
記実施形態の変形例１に係る表示セルＣＬの一部を展開して示す断面図である。ここでは
、表示セルＣＬの周辺領域ＡＰ１の構成を代表して説明する。但し、本変形例１の技術は
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、上記周辺領域ＡＰ２，ＡＰ３，ＡＰ４にも適用可能である。
【００４９】
　図１１に示すように、第２領域ＡＰ１ｂの第１距離Ｄ１及び第４領域ＡＰ１ｄの第１距
離Ｄ１は、それぞれ、表示領域ＤＡの第１距離Ｄ１と同一であってもよい。なお、周辺領
域ＡＰ１の第１距離Ｄ１うち第１領域ＡＰ１ａの第１距離Ｄ１は、表示領域ＤＡの第１距
離Ｄ１より短い。第１領域ＡＰ１ａの第１距離Ｄ１は、第３領域ＡＰ１ｃの第１距離Ｄ１
と同一である。第１領域ＡＰ１ａの第２距離Ｄ２は、表示領域ＤＡの第２距離Ｄ２より短
く、第３領域ＡＰ１ｃの第２距離Ｄ２と同一である。
【００５０】
　上述した第１距離Ｄ１及び第２距離Ｄ２の関係を得るため、本変形例１ではスペーサＳ
Ｐにて調整している。周辺領域ＡＰ１のうち、第２領域ＡＰ１ｂ及び第４領域ＡＰ１ｄに
は第１スペーサＳＰ１が位置し、第１領域ＡＰ１ａ及び第３領域ＡＰ１ｃには第２スペー
サＳＰ２が位置している。　
　上記のように構成された変形例１においても、上記実施形態と同様の効果を得ることが
できる。
【００５１】
　（変形例２）
　次に、上記実施形態の変形例２に係る表示装置ＤＳＰについて説明する。図１２は、上
記実施形態の変形例２に係る表示セルＣＬの一部を展開して示す断面図である。ここでは
、表示セルＣＬの周辺領域ＡＰ１の構成を代表して説明する。但し、本変形例２の技術は
、上記周辺領域ＡＰ２，ＡＰ３，ＡＰ４にも適用可能である。
【００５２】
　図１２に示すように、複数の第２スペーサＳＰ２は、球状スペーサであってもよい。第
２スペーサＳＰ２は、それぞれ第２主面２及び第３主面３に接触している。第２スペーサ
ＳＰ２の直径（Ｌ２）は、第１スペーサＳＰ１の高さ（Ｌ１）未満である。　
　上記のように構成された変形例２においても、上記実施形態と同様の効果を得ることが
できる。
【００５３】
　（変形例３）
　次に、上記実施形態の変形例３に係る表示装置ＤＳＰについて説明する。図１３は、上
記実施形態の変形例３に係る表示セルＣＬの一部を展開して示す断面図である。ここでは
、表示セルＣＬの周辺領域ＡＰ１の構成を代表して説明する。但し、本変形例３の技術は
、上記周辺領域ＡＰ２，ＡＰ３，ＡＰ４にも適用可能である。
【００５４】
　図１３に示すように、第１基板ＳＵＢ１は、絶縁基板１０と、有機絶縁層としての絶縁
層１５と、を備えている。ここでは、第１基板ＳＵＢ１のうち絶縁基板１０及び絶縁層１
５以外の図示を割愛している。なお、図５から分かるように、表示セルＣＬの周辺領域Ａ
Ｐ１には、配線、パッド、及び回路が設けられている。そのため、第１基板ＳＵＢ１のう
ち図１３に示す部分は、他の絶縁層、及び導電層を含んでいる。
【００５５】
　絶縁層１５は、絶縁基板１０より第２基板ＳＵＢ２側に位置している。周辺領域ＡＰ１
のうち少なくとも第１領域ＡＰ１ａ及び第３領域ＡＰ１ｃにおいて、絶縁層１５は、複数
の凹部１５ａを含んでいる。複数の凹部１５ａは、それぞれ第２基板ＳＵＢ２から絶縁基
板１０に向かって凹んでいる。凹部１５ａは、絶縁層１５を貫通している。なお、凹部１
５ａは、凹んでいればよく、絶縁層１５を貫通していなくともよい。図１３に示す例では
、第２主面２は、絶縁層１５のうち第２基板ＳＵＢ２側の面である。凹部１５ａにおいて
、第２主面２は、絶縁基板１０のうち第２基板ＳＵＢ２側の面である。　
　但し、第２主面２は、図１３に示す例に限定されるものではない。第１基板ＳＵＢ１の
うち絶縁層１５より第２基板ＳＵＢ２側の層が、第２主面２を有していてもよい。同様に
、凹部１５ａにおいても、絶縁基板１０より第２基板ＳＵＢ２側の層が、第２主面２を有
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していてもよい。
【００５６】
　複数のスペーサＳＰは、柱状スペーサであり、表示領域ＤＡ及び額縁領域ＦＡに位置し
た複数の第１スペーサＳＰ１と、周辺領域ＡＰ１のうち少なくとも第１領域ＡＰ１ａ及び
第３領域ＡＰ１ｃに位置した複数の第２スペーサＳＰ２と、を有している。各々の第２ス
ペーサＳＰ２の高さ（Ｌ２）は、各々の第１スペーサＳＰ１の高さ（Ｌ１）と同一である
。　
　本実施形態において、凹部１５ａ及び第２スペーサＳＰ２は、第１領域ＡＰ１ａ及び第
３領域ＡＰ１ｃだけではなく、第２領域ＡＰ１ｂ、及び第４領域ＡＰ１ｄにも設けられて
いる。
【００５７】
　第１スペーサＳＰ１及び第２スペーサＳＰ２は、第２基板ＳＵＢ２に固定され、第２主
面２に接触している。第１スペーサＳＰ１は、第２主面２として絶縁層１５のうち第２基
板ＳＵＢ２側の面に接触している。全てのスペーサＳＰは、第２基板ＳＵＢ２に共に固定
されている方が望ましい。但し、第１スペーサＳＰ１に関しては、第１基板ＳＵＢ１に固
定され、第３主面３に接触していてもよい。複数の第２スペーサＳＰ２は、それぞれ対応
する凹部１５ａに入り、第２主面２に接触している。
【００５８】
　上記のことから、絶縁層１５の厚みの分、周辺領域ＡＰ１の第１距離Ｄ１は、表示領域
ＤＡの第１距離Ｄ１より短い。なお、周辺領域ＡＰ１の第２距離Ｄ２も、絶縁層１５の厚
みの分、表示領域ＤＡの第２距離Ｄ２より短い。　
　上記のように構成された変形例３においても、上記実施形態と同様の効果を得ることが
できる。
【００５９】
　（変形例４）
　次に、上記実施形態の変形例４に係る表示装置ＤＳＰについて説明する。図１４は、上
記実施形態の変形例４に係る表示セルＣＬの一部を展開して示す断面図である。ここでは
、表示セルＣＬの周辺領域ＡＰ１の構成を代表して説明する。但し、本変形例４の技術は
、上記周辺領域ＡＰ２，ＡＰ３，ＡＰ４にも適用可能である。
【００６０】
　図１４に示すように、複数のスペーサＳＰは、表示領域ＤＡ及び額縁領域ＦＡに位置し
た複数の第１スペーサＳＰ１と、周辺領域ＡＰ１のうち少なくとも第１領域ＡＰ１ａ及び
第３領域ＡＰ１ｃに位置した複数の第２スペーサＳＰ２と、を有している。第２主面２と
第３主面３とが対向する方向において、各々の第２スペーサＳＰ２の長さＬ２は、各々の
第１スペーサＳＰ１の長さＬ１と同一である。額縁領域ＦＡの第２距離Ｄ２及び周辺領域
ＡＰ１のうち少なくとも第１領域ＡＰ１ａ及び第３領域ＡＰ１ｃの第２距離Ｄ２は、それ
ぞれ、表示領域ＤＡの第２距離Ｄ２と、同一である。
【００６１】
　絶縁層１５は、表示領域ＤＡ及び額縁領域ＦＡに位置し、周辺領域ＡＰ１のうち少なく
とも第１領域ＡＰ１ａ及び第３領域ＡＰ１ｃに位置していない。　
　本実施形態において、絶縁層１５は、第２領域ＡＰ１ｂ、及び第４領域ＡＰ１ｄにも位
置していない。第２スペーサＳＰ２は、第２領域ＡＰ１ｂ、及び第４領域ＡＰ１ｄにも設
けられている。表示領域ＤＡ及び額縁領域ＦＡにおいて、第１スペーサＳＰ１は絶縁層１
５と対向している。
【００６２】
　上記のことから、絶縁層１５の厚みの分、周辺領域ＡＰ１の第１距離Ｄ１は、表示領域
ＤＡの第１距離Ｄ１より短い。但し、周辺領域ＡＰ１の第２距離Ｄ２は、表示領域ＤＡの
第２距離Ｄ２と同一である。　
　上記のように構成された変形例４においても、上記実施形態と同様の効果を得ることが
できる。
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【００６３】
　本発明の一実施形態及び変形例を説明したが、上記の実施形態及び変形例は、例として
提示したものであり、発明の範囲を限定することは意図していない。上記の新規な実施形
態及び変形例は、その他の様々な形態で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱
しない範囲で、種々の省略、置き換え、変更を行うことができる。上記の実施形態やその
変形例は、発明の範囲や要旨に含まれるとともに、特許請求の範囲に記載された発明とそ
の均等の範囲に含まれる。必要に応じて、上記の実施形態及び変形例を組合せることも可
能である。
【００６４】
　例えば、図１５に示すように、上記変形例１（図１１）と上記変形例３（図１３）とを
組み合わせてもよい。上記のことから、絶縁層１５の厚みの分、第２領域ＡＰ１ｂ及び第
４領域ＡＰ１ｄの第１距離Ｄ１は、表示領域ＤＡの第１距離Ｄ１より短い。そして、第２
スペーサＳＰ２の高さ（Ｌ２）と第１スペーサＳＰ１の高さ（Ｌ１）との差分だけ、第１
領域ＡＰ１ａ及び第３領域ＡＰ１ｃの第１距離Ｄ１は、第２領域ＡＰ１ｂ及び第４領域Ａ
Ｐ１ｄの第１距離Ｄ１より短い。
【符号の説明】
【００６５】
　ＤＳＰ…表示装置、ＩＬ…照明装置、ＭＳ１，ＭＳ２，ＭＳ３，ＭＳ４…側面、
Ｃ１ａ，Ｃ１ｂ，Ｃ１ｃ，Ｃ１ｄ，Ｃ２ａ，Ｃ２ｂ，Ｃ２ｃ，Ｃ２ｄ…角部、
ＭＵ…上面、ＭＢ…下面、ＰＮＬ…表示パネル、ＤＡ…表示領域、ＮＤＡ…非表示領域、
ＦＡ…額縁領域、ＡＰ１，ＡＰ２，ＡＰ３，ＡＰ４…周辺領域、
ＡＰ１ａ，ＡＰ２ａ，ＡＰ３ａ，ＡＰ４ａ…第１領域、
ＡＰ１ｂ，ＡＰ２ｂ，ＡＰ３ｂ，ＡＰ４ｂ…第２領域、
ＡＰ１ｃ，ＡＰ２ｃ，ＡＰ３ｃ，ＡＰ４ｃ…第３領域、
ＡＰ１ｄ，ＡＰ２ｄ，ＡＰ３ｄ，ＡＰ４ｄ…第４領域、
ＣＬ…表示セル、ＬＣ…液晶層、ＳＵＢ１，ＳＵＢ２…基板、１０，２０…絶縁基板、
１５…絶縁層、１５ａ…凹部、ＳＬ…シール材、ＳＰ，ＳＰ１，ＳＰ２…スペーサ、
１，２，３，４…主面、Ｄ１，Ｄ２…距離、Ｌ１，Ｌ２…長さ。
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